




川崎病冠動脈造影における冠動脈病変の出現頻度の報告は数多くあるが,入院患者全例に

血管造影を施行することは難かしく一般には,浅井草川のスコアが高いなどの,ある程度セ

レクションされた例に行われてきた。しかし近年心断層エコー図の著しい進歩によっ

て,noninvasive に冠動脈瘤の存在の有無が推定できるようになった。今回われわれはこれ

を用いて昭和 55 年度入院患者の冠動脈瘤出現頻度を検べてみた。対象は当院昭和 55 年度

入院患者 98 例で,その内分けは,男女比 1.5:1,年令分布は最少 1 ヵ月から最高 18 才で,1

才前後にピークがみられ,4 才以下が 80%を占めた。 


